
すくい織に、銀⽷と彩度を控えた⾦⽷の刺
繍で表現された九⼨帯です。

現代感覚の⾊彩で表現した蝶がひらひらと、
花のまわりを舞う姿がとても可憐。

⽩に限りなく近いグレイッシュな地⾊なの
で、華やかさだけでなく、落ち着いた雰囲
気も併せ持っています。

【2023美しいキモノ春号掲載（P40）】

「九⼨名古屋帯 花と蝶」



前は⽚腹になっています。
⼩ぶりのサイズになった花のまわりにお太⿎柄同様、
⾦⽷や銀⽷が煌めく美しい蝶が。
⽢い蜜に誘われるかのようにして、ひらひらと優雅
に舞っています。
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